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(1) 例えば，工場管理編集部「トヨタ自動車の金型連続無人化運転システムJ (W工場管理』第36巻 6 号，
1990年 5 月) 101ページ。

































(3) 例えば，中沢弘他「カスケード法による未来技術予測J (11精密機械』第50巻 1 号， 1984年 1 月〉
184ページ。
(4) 中小企業庁『中小企業白書~， 1991年， 189ページ。
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これからの自動化のあり方
化，すなわち FA (Factory Automation) 化には熱心だ (34.6%) が，コンピューターによ
って統合される生産システムの C1M (Computer 1ntegrated Manufacturing) にはほとんど


























(5) 例えば，尾内宏彰「現場改善活動の要求から発展した福神電機の C I MJ (~工場管理』第37巻 1 号，
1991年 1 月) 35ページ。
(6) 日経メカニカノレ編集部 rc 1Mで仕事はどう変わる 第 1 部コミュニケーションが変わるJ (~日経
メカニカル11 ， 1991年 4 月 1 日) 39ベージ。
(7) 例えば，通商産業省産業政策局『第21回我が国企業の海外事業活動動向調査11 ， 1992年， 23~27ぺ
ージ。











iESPRI (European Strategic Plan for the Research of Inforrnation Technology) 
計画J の実質的なリーダーといえるマイク・クーリの言葉に「人間が持っている情報過程の全
潜在能力を使うとすれば，シナプスの接続がlOU もある。しかしパターン認識能力を持ったも
っとも完成されたロボット装置でさえ 103 の知能単位しか持っていない。なぜわれわれは， 103 
の機械の知能を高め， 10 14 の人間の知性を低めるように設計するのだろうか」とあるように，
人間の知恵を生かすことこそ大切で、ある。
生産というものをトップダウン形で，コンビュータによってシステム化する C 1M に対し
て，日本の通産省が1990年代のはじめから提唱している「現場レベルの知的な活動を生かし，
知能化された機械と人間の融合を図るJ としたトップダウンとボトムアップの融合形の IIMS
(Intelligent Manufacturing Systern)J の発想の起点もここにある。先の国家的プロジェク
トの ESPRI はもちろん，さらに日本電子工業振興協会に設けられた iFFS (Future Factory-
systern) 調査委員会」が提唱している人間中心の CIM といわれる iHIM (Hurnan Inteｭ
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(9) 例えば，古川勇二 iIMS 国際共同プログラムについてJ (~日本機械学会誌』第94巻 868 号， 1991 
年 3 月) 205ページ。
(10) マイグ・グーリー著，里深文彦他訳『人間復興のテクノロジー』御茶ノ水書房， 1989年， 68ページ。
(11) 1 M S 国際共同プログラム検討委員会『国際共同プログラムの推進 [Ver. 3H (財〉国際ロボット・
エフ・エー技術センター， 1990年。



























ングに始まり，設計変更に至った例の一つである。 S 1 P社の測長器に使用されているテーパ












































(15) ピストンリング編集委員会『ピストンリング』日刊工業新聞社，昭和45年， 1 ベージ。
(16) 例えば，セイコー精機(株) ~CNC全自動円筒研削盤 S CG15カタログ11 ， 2 ページ。
(17) 例えば，山際康之「組立性評価法入門J (~応用機械工学』第33巻 9 号， 1992年 9 月) 138ページ。



























































(19) 篠原司「モジューノレを採用した車構造 組み立て生産は欧米が先行J (11 日経メカニカル~， 1989年
10月 16 日) 48ページ。
(20) Daniel Roos 他 IIThe Machine that changed the W orld~ Rawson Associates, 1990年。なお，
1992年に入って，主として円高などによる日本車の相対的なコストアップが引き金となって，米国車
の巻き返しがはじまって，日本の自動車業界を脅かしているといわれるようになってきた。しかし例
えば1992年 8 月 14日付けの『日本経済新聞』にみられる，フォード社の自動車部門の社長のトロット
マン氏の発言などによれば，米国カーメーカーと日本の一流メーカーとの差はなお大きく，追い付く
には時聞がかかるといわれている。
(21) 例えば， 11 日本経済新開~ (夕刊) 1992年 9 月 9 臼， 5 ページ， 11 日刊工業新聞~ 1992年10月初日，
15ページ，同紙1992年11月 25 日， 5 ページなど多数。近藤一仁「時短先進国ドイツと今後の国際競争
力一一ー日本への示唆一一J (11 トヨタマネージメント~ 1992年 9 月) 17ページ。
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